
一
九
〇
七
年

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト

ラ

ス
ト

法

(
エ
ド

ワ
ー
ド
七
世
七
年
度
第

=
二
六

章

、
地
方
自
治
体

お
よ
び
法
人
用
)

に
よ

つ
て
設

立
さ
れ
た
史
的

重
要
性
、
ま
た

は

自
然
美

を
有
す
る
地

の
た
め
の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト

と
呼

ば
れ

る
慈
善
団
体

の

運
用
と
管

理
を
す
る
慈
善
委
員
会

の
計
画

を
承
認
す

る
法
律
。

慈
善
委
員
会
は
国
王
に
対
す

る

一
九

一
八
年

度

の
事
業
報
告

の
中
で
、

一
九
〇
七
年

の

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

(
エ
ド

ワ
ー
ド
七
世
七

年
度
第

一
三
六
章

、
地
方
自
治
体
お
よ
び
法
人

用
)

に
よ

っ
て
設
立
さ
れ

た
史
的
重
要
性
、
ま

た

は
自
然
美
を
有

す
る
地
の
た
め
の
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
と
呼
ば
れ

る
慈
善

団

体

の

運

用
、

お
よ
び
管

理
の
計
画
を
認
可
し
た
と
報
告

し
て
い
る
。

そ
し
て
上
述

の
計
画

は
、

こ
れ

が
こ
の
法
律

の
付
則
で
詳
述

さ
れ
、
決
定
さ
れ

て
い
る
と
お

り

に
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
適
当

で
あ

る
。

(
一
九

一
九
年
八
月
十
五
日
)

故
に
国
王

に
は

こ
の
法
律
を
今
国
会

に
お
い

て
、
上
院
、
お
よ
び
下
院

の
助
言
と
同
意
、
ま

た
そ
の
承
認
を
得

て
以
下

の
よ
う

に
立
法
化
さ

れ
ま
す
よ
う
。

第

一
条

こ
の
計
画
は
、
高
等
裁
判
所
お
よ
び

慈
善
委
員
会
が
行
使

で
き

る
、
基
本
財
産

を

も

つ
慈
善
団
体

に
対
す

る
管
轄
権
に
抵
触
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
承
認
さ
れ
る
。

第

二
条

こ
の
法
律

は

一
九

一
九
年

の
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
慈
善
計
画
承
認
法

と
呼
ば

れ

る
。付

則

(
略
)

史

的

重
要

性

、

ま

た

は
自
然

美

を
有
す

る

地

の
た

め

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

の

権

限

を
増
強

す

る

こ
と

、

お
よ
び
他

の
目

的

の
た

め

の
法

律

一
九
〇
七
年

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

(
こ
の
法
律

で
は

コ

九
〇
七
年

の
法
律
」
と

い
う
)
に
よ
り
史
的
重

要
性
、
ま
た
は
自
然
美

を
有

す
る
地
の
た

め
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス

ト

(
こ
の
法
律

で
は

「
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス

ト
」

と
い
う
)
が
設
立

さ
れ
た
。

そ

し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
は
国
民

の

た

め
に
美
、
ま
た
は
史
的
重
要
性
を
有

す
る
土

地

と

(
建
物
を
ふ
く
む
)
借
地

の
永

久
保
存
を

促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
さ
ら
に
土

地

に
関
し

て
は
、

(実
施
可
能

な
限

り
)
そ

の
自

然
形
勢

の
特
色
と
動
植
物

の
生

活
を
保
存
す

る

こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ

た
。

そ
し
て

一
九

一
九
年

の
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
慈
善

計
画
承
認
法

(
こ
の
法
律

で
は

「
一

九

一
九
年

の
法
律
」
と

い
う
)

に
よ

っ
て

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
運
用
又
は
管
理
の
た
め

の
慈
善
委
員
会

に
よ
る
計
画
が
承
認
さ
れ

た
。

そ

し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
は
土
地
所

(
一
九

三

七

年

七

月

一
日

)

有
者
、
寄
贈
者
、

お
よ
び
基
金
寄
付
者
そ
の
他

の
全
般
的

な
支
援

に
よ
り
、
購
入
、
お
よ
び
寄

付
そ

の
他

で
土

地
、
建
物
、
お
よ
び
そ
の
保
存

の
た
め
の
基
金
を

ふ
く
む

か
な
り

の
財
産
を
取

得
し
た
。

そ
し
て
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
保
有

の
土

地
と
建
物
を

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
、
保
養

お
よ

び
教
育
を
目
的

と
す
る
国
民
の
利
用
が
増
加
し

つ
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
国
家
的
重
要
性
、
ま
た
は
建
築
的
、

歴
史
的
ま
た
は
芸
術
的
重
要
性
を
持

つ
建
物

と

家
具
、
ま
た
自
然
的
重
要
性
、
ま
た
美
を
持

つ

場
所

の
保
存
を
促
進
さ

せ
、
さ
ら
に
上
述

の
建

物
と
土
地
の
付
属
物
を
保
存
増
大
さ
せ
、
国
民

が
上
述

の
建
物
、
家
具

お
よ
び
場
所
を
訪
れ

る

の
を
容
易

に
す

る
目
的

で
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
の
目
的
と
権
限
が
、

こ
の
法
律

に
規
定

さ
れ

る
よ
う
に
拡
大
さ
れ

る
こ
と
が
適
当

で
あ

る
。
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そ

し
て
上
述

の
目
的

の
促
進

の
た
め
に
は
、

終
身
所
有
権
、

ま
た
は
他

の
限
定
所
有
権
を
譲

渡
者

に
保
留
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
に
財
産
を
譲
渡

す
る
た
め

の
規
定
を
作
る

こ
と
が
望

ま
し
い
。

そ

し
て

こ
の
法
律

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
他

の

権
限
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト

に

与

え

ら

れ
、

こ
の
法
律

に
ふ
く

ま
れ

て
い
る
他

の
規
定

が
立
法
化
さ
れ

る
こ
と
が
適
当

で
あ

る
。

そ
し
て
こ
の
法
律

の
目
的

は
議
会

の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
達
成

で
き
な

い
も

の
で
あ

る
。

故

に
国
王
に
は
こ
の
法
律

の
立
法
化
が
御
意

に
か
な

い
。
本
国
会

に
お
い
て
上
院
、

お
よ
び

下
院

の
助
言
と
同
意

さ
ら
に
そ

の

承

認

を

得

て
、
以
下

の
よ
う

に
立
法

化
さ
れ
ま
す
よ
う
。

第

一
条

e

こ
の
法
律

は

一
九
三
九
年

の
ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

と
い
う
。

⇔

一
九
〇
七
年

の
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス

ト
法
、

一
九

一
九
年

の
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
慈
善
計
画
承
認
法
お
よ
び
こ
の
法
律

は

合

わ
せ
て
、

一
九
〇
七
年

か
ら

一
九
三
七
年

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
法

と
い
う
。

第
二
条

こ
の
法
律

で
は
主
題
、

ま
た

は
内
容

が
他

に
必
要

と
し
な
け
れ
ば
、

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
」

は
史
的
重
要

性
、
ま
た

は
自
然
美
を
有

す
る
地

の
た
め

の

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
を
意
味
す
る
。

「
一
九
〇
七
年

の
法
律
」

は
、

一
九
〇
七
年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル
・
ト

ラ

ス
ト
法

を
意

味

す

る

。

「
一
九

一
九
年

の
法

律
」

は
、

一
九

一
九

年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
慈

善

計

画
承

認

法

を
意

味

す

る
。

「
計

画

」

は

一
九

一
九
年

の

法
律

の
付

則

に

述

べ

ら
れ

て

い
る
計

画

を
意

味

す

る
。

「
ト

ラ

ス

ト
財
産

」

は
法
定

財
産

と

し

て
随

時

、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

に

帰

属

し

て

い

る
す

べ

て

の
財

産

を

意

味

す

る
。

「
譲

渡

」
、
「
譲
渡

す

る
」

お

よ

び
「
譲

渡

者

」

は
、

そ

れ

ぞ

れ

一
八

八

八
年

の

死
手

お

よ

び

慈

善

的

使

用

法

に

お
け

る

と

同

じ
意

味

を
持

つ
。

「
評
麗峨
瓜
ム
」

は
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
評

議

会
を
意
味
す
る
。

第
三
条

ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
目
的
を

拡
大
し
、
つ
ぎ
の
も

の
の
促
進

を
ふ
く

め
る
。

ω

国
家
的
重
要
性
ま
た
は
建
築
的
、
歴
史

的
ま
た

は
芸
術
的
重
要
性
を
持

つ
建
物

と
、

自
然
的
重
要
性

ま
た
は
美

を
持

つ
土
地
の
保

存

と
同
上

の
建
物
、

お
よ
び
土
地

の
付
属
物

と
そ
れ
ら

の
環
境

の
保
護
と
増

大
。

㈲

国
家
的
、
歴
史
的
ま
た

は
芸
術
的
重
要

性

を
持

つ
い
か
な
る
種
類

の
家
具
、

絵
画
お

よ
び
調
度
品

の
保
存
。

の
上
述

の
建
物
、
場
所

お
よ
び
家
財
の
国

民

の
利
用
。
そ
し
て
上
述

の
目
的

は
、

す
べ

て

一
九
〇
七
年
の
法
律

の
目
的

と
み
な
す
。

第

四
条

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の
権

限

を

拡

大

し
、

つ
ぎ

の
も

の
を

ふ
く

め
る
。

ω

土

地

、

建

物

、

不

動
産

お
よ

び
評

議

会

が

ト

ラ

ス

ト
財

産

の
保
有

、

ま
た

は
ナ

シ

ョ

ナ
ル

・
ト

ラ

ス

ト

の
特

別

な
目

的
、

ま

た

は

一
般

的

目

的

に
当

て

る
基

金

を
、

そ

の
地
代

ま

た

は
収

益

か

ら
準

備

す

る
目

的

で

投

資
物

と
し

て
保

有

す

る

の
が

望

ま

し

い

と
み

な

す

権

利

、

地

役

権

ま

た

は
そ

れ

ら

の
所
有

権

の

取

得

と

保
有

。

㈲

収

益

の
取

得

と
保

有

。

第

五
条

一
九
〇

七
年

の
法

律

の
第

五
条

(
ナ

シ

ョ

ナ
ル

・
ト

ラ

ス
ト

は
収

益

を
会

員

で
分

配

し
な

い
)

に

も

か

か

わ

ら
ず
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

の

(
評
議

員

ま
た

は
各

種

委

員

で

な

い
)

会

員

が
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

と

の
協

定

で
得

ら

れ

る

も

っ
と
も

妥
当

な
賃

借

料

で
、

ま

た

は

(
こ
の
法

律

の
第

四

条

の
ω

に

よ

り
投

資

物

と
し

て
取

得

さ

れ
、

保
有

さ

れ

て

い

る
財

産

以

外

の
場

合

に

は
)

そ

れ

以
下

か
無

料

で
、

評

議
会

が
相

当

と
認

め

る
期

間

と
条

件

で

ト

ラ

ス
ト
財

産

に
住

む

か
、

ま

た

は
占

有

す

る

こ

と
は
合

法

的

で
あ

る
。

第

六

条

e

⇔

土

地

の
譲

渡

(
略

)

第

七

条

e
州

、

自

治

都

市

、

準

自
治

都

市

、

農

村

区

ま

た

は
教

区

、

ま

た

は
そ

れ

ら

の
合

体

の
議

会

は
、

予
定

の
売

買

が

捺

印
証

書

に

よ
る
売

却

で
あ

れ

ぽ
、

厚

生

大

臣

と

そ

の
同

意

が

必
要

な

そ

の
他

の
政
府

関

係
当

局

の
同

意

を
得

て
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

が
取

得

し

保
有

す

る
権

限

を
持

ち
、

こ
れ

ら

の
自

治

体

に
帰

属

し

て
い

る
土

地
、

ま

た

は
建

物

を

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

に
譲
渡

す

る

こ

と
が

で

き

る
。

そ

し

て
上

述

の
土

地

は
そ

の

後

は
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

が

そ

の
土

地

に
作

用

す

る
信

託

物
件

、

契

約

ま

た

は
制

約

に
従

っ
て

保
有

す

る
。

口
州

、

自
治

都

市

、
準

自

治

都

市

、

農

村

区

ま

た

は
教

区

の
議

会

は
厚

生
大

臣

の
同

意

を

得

て
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
が

地

区

内
、

ま

た

は
近

接

の
土

地
、

ま

た

は
建

物

を

全

部

ま

た

は

一
部
取

得

す

る
費

用
、

ま

た

は

地

区

内
、

ま
た

は
近

接

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

に
帰

属

し
て

い

る

か

ま
た

は

す

る

は

ず

の
土

地
、

ま

た

は
建

物

の
全

部
、

ま

た

は

一
部

を

保
存

す

る
費

用

を
寄

付

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

た
だ

し

ロ
ソ

ド

ソ
州

会

の
寄
付

に

関

し
て

は
、

こ

の
項

の
規

定

に
基

づ

き
、

厚

生

大

臣

の
同
意

を
必
要

と

し

な

い
。

第

八
条

あ

る
者

が

土

地
、

ま

た

は
そ

の

一
部

の
永

久

に
、

ま

た

は

一
定

期

間

、

立

案
、

開

発

ま
た

は
利

用

を
制

限

す

る
条

件

に
、

そ

の

者

が

そ

の
所
有

権

を
失

わ

な

け
れ

ば

、
従

う

こ
と

に

ナ

シ

ョ

ナ
ル

・
ト
ラ

ス

ト

と
同

意

す

る

場
△
口
は
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

は
適
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当

と
考

え

れ

ば
、
そ

の
者

と
協

定

を

結

ぶ

が
、

そ

の
趣
意

で

そ

の
者

か
ら

契

約

証

書

を
受

け

と

る

こ
と

が

で
き

、

ま
た

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

が
近

接

の
土

地

を

所

有

す

る

か
、

ま

た

は
そ

の
資

格

を
持

つ

か

の

ご

と
く
、

さ

ら

に
近

接

の
土
地

の
た

め

に
協

定

を

結

ぶ

こ

と

が

い
わ

れ

て

い

た
ご

と
く

、

そ

の
者

の
財

産

所

有

権

を

得

る
者

に

は
協

定

を
強

制

す

る

こ

と
が

で
き

る
。

第

九

条

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の
収

支

は

金

額

が

記

帳

さ
れ

な

く

て

は

な

ら
な

い
。

第

十

条

一
九
〇

七

年

の
法

律

の
第

二
十

七
条

の
規

定

(
収
益

の
運

用

)

に
も

か

か
わ

ら

ず
、

評

議

会

は
随

時

、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の
目

的

の
た

め

の
費

用

を

(
寄

贈

者

の
課

す

信

託

物

件

に
従

い
)
、

ト

ラ

ス

ト
財
産

の
特

定

の

一
部
、

ま

た

は
特

別

基

金

の
元
金

ま

た

は
収

益

か

ら
支

払

う

こ

と
を

、

決

議

で
決

定

す

る

こ

と
が

で
き

る
。

第
十

一
条

〇

一
九
〇
七
年

の
法
律

の
第
三
十

二
条

(
内
規
)

の

一
部
変
更

(
略
)

口

一
九
〇
七
年

の
法
律

の
第

三

十

三

条

(
建
物

に
関
す
る
内
規
)

は
、
特
定

の
時
間

に
特
定

の
期
間

の
み
国
民

に
開
放

さ
れ
る
建

物

と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
か
な
る
建
物

に
関

し
て
も
適
用
さ
れ
る
。

第
十

二
条

(
略
)

第
十
三
条

(
略
)

第
十
四
条

一
九
〇
七
年

の
法
律

の
第

二
十

七

条

(
収
益

の
運
用
)

は

「
投
資
物
」
が

「
担

保
」

に
代

っ
た
も
の
と
し
て
読

ま
れ
、

そ
の

効
力
を
持

つ
。

第
十
五
条

e

一
九
〇
七
年
か
ら

一
九
三
七
年

の
ナ

シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ
ス
ト
法

は

マ
ソ
島

に

も
適
川
範

囲
を
拡
大
す
る
。

口

こ
の
法
律

は
北

ア
イ

ル
ラ
ソ
ド

に
は
適

用
さ
れ
な
い
。

第

十
六
条

費
用

の
負
担

(
略
)

史
的

重
要

性

ま

た

は
自

然
美

を
有

す

る
地

の
た

め

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

へ
の

土
地
譲

渡

に
関
す

る
規

定

を
拡

大
す

る

こ

と
、

お
よ
び

他

の
目
的

の
た

め

の
法
律

(
一
九

三

九

年

七

月

二

八

日

)

一
九
〇
七
年

か
ら

一
九
三
七
年

の
ナ
シ
ョ
ナ

は
自
然
美
を
有

す
る
地
の
た
め
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

に
基
づ
き
史
的
重
要
性
ま
た

・
ト
ラ
ス
ト

(
こ
の
法
律

で
は
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・

ト
ラ

ス
ト
と

い
う
)

は
、

こ
れ

ら
の
法
律

の
た

め
に
土
地
を
取
得

す
る
権
限
を
持

っ
て
い
る
。

そ
し
て

一
九
三
七
年

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

に
よ
り
、
終
身
不
動
産
保
有
者
が
五

工

ー
カ
ー
以
内

の
譲
渡
地

に
関
し
て
、

ナ
シ
ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
に
す

る
譲
渡
お
よ
び
賃
貸
借
は

譲
渡
地
の

一
般
利
益
お
よ
び
譲
渡

地
に
関
連
す

る
慈
善

目
的

の
た
め

に
さ
れ
る
も

の
と
み
な
す

と
規
定

さ
れ

て
い
る
が
、
終
身

不
動
産
保
有

者

に
与
え
ら
れ

て
い
る
権
限
は
、
そ

の
法
律

の
制

定
時
に
意
図

し
た
目
的

を
十
分
に
達
成
す
る
の

に
は
不
十
分

で
あ
る
。

そ
し
て
特
定
所
有
者

お
よ
び
売
却
管
理
人

に

よ
る
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
が
取
得
す

る

の
に
適

し
た
家
屋

と
土
地
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ト

ラ

ス
ト

へ
の
譲
渡

に
関

し
て
、

こ
の
法
律

に
ふ

く
ま
れ

て
い
る
規
定

の
拡
大
を
す

る
こ
と
が
適

当

で
あ

る
。

そ
し
て
こ
の
法
律

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
他

の

権
限
が
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ス
ト
に
与
え
ら
れ

、

こ
の
法
律

に
ふ
く
ま
れ
て

い
る
他

の
規
定
が
立

法
化
さ
れ

る
こ
と
が
適
当

で
あ

る
。

そ
し
て
こ
の
法
律

の
目
的

は
、
議
会

の
承
認

を
得
な
く

て
は
達
成

さ
れ
な

い
。

故
に
国
王

に
は

こ
の
法
律

の
立
法
化
が
御
意

に
か
な

い
、
本
国
会

で
上
院

お
よ
び
下
院
の
助

言
と
同
意
、
そ
し
て
そ
の
承
認
を
得

て
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
立
法
化
さ
れ

ま
す

よ
う
。
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第

一
条

e

こ

の
法
律

は

一
九

三

九
年

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト
法

と

い
う
。

口

一
九

〇

七
年

か

ら

一
九

三

七
年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
法

と

こ
の
法

律

は
△
口
わ

せ

て
、

一
九

〇

七
年

か
ら

一
九

三

九
年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
法

と

い
う

。

第

二
条

こ

の
法

律

で

は
主
題

、

ま

た

は
内

容

が

他

に

必
要

と

し
な

け

れ

ば
、

「
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
」

は
史

的

重

要

性
、

ま

た

は
自

然

美

を
有

す

る
地

の
た

め

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト
を

意

味

す

る
。

「
一
九
〇

七

年

の
法
律

」

は

一
九

〇

七
年

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト
法

を
意

味

す

る
。

「
計

画

」

は

一
九

一
九
年

の
ナ

シ

ョ

ナ
ル

・

ト

ラ

ス

ト
慈

善

計

画
承

認

法

の
付

則

に
述

べ

ら
れ

て

い

る
計

画

を
意

味

す

る
。

「
一
九

三

七
年

の
法

律
」

は

一
九

三

七
年

の

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

法

を
意

味

す

る
。

「
譲
渡

」
、

「
譲

渡

地
」
、

「
終

身

不

動

産

保

有

者
」
、

「
譲

渡

管

理

人
」
、

「
法

定

所

有

者

」

お

よ

び

「
売

却

管

理

人
」

は
、

そ

れ

ぞ

れ

一
九

二

五
年

の
譲

渡

地

法

に

お

け

る

と
同

じ

意

味

を

も

つ
。

「
主

要

荘
園

領

主

邸

宅
」

は
、

一

九

二

五
年

の
譲
渡

地
法

第

六

十

五
条

の
意

味

で

の
譲

渡

地

に
あ

る
主

要

荘

園

領

主

邸

宅

を

意

味

す

る
。

「
評

議

会

」

は
ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

ト

ラ

ス
ト

評
議

会

を
意

味

す

る
。

第

三

条

O
譲

渡

が

主

要

荘
園

領

主

邸
宅

を

ふ

く

む
時

は
、

終

身

不

動

産

保
有

者

は
無

料

ま

た

は
有

料

で
、

単

純

封

土
権

と

し

て
、

ま

た

は
無

条

件

で
、

ま
た

は
譲

渡

に

ふ
く

ま
れ

た

(
こ

の
法

律

の
第

四
条

に

よ

っ
て

で

き

た
借

地
権

で
な

い
)

土

地
全

部

、

ま
た

は
そ
れ

以

下

と
引

替

え

に

ω

譲

渡

地

の
主

要
荘

園

領

主

邸
宅

、

遊

園

地

、

公

園

お

よ

び

(
あ
れ

ぽ

)

通
常

そ
れ

ら

に
な

つ
て

い
る

土

地

(
こ

の
法

律

で

は

ま

と

め
て

、

荘

園

領

主

邸
宅

と

い
う

)

㈲

農

業

、

ス
ポ

ー

ッ

ま
た

は
造

林

に
利

用

さ
れ

て

い
る

土

地

で
、

そ

の
取

得

を
評

議

会

が

主
要

荘
園

領
主

邸
宅

の
付

属

物

(
こ

の
法

律

で

は
、

ま

と

め

て
「
環

境

地
区

」
と

い
う

)

を
保
存

す

る

の

に
必

要

、

ま
た

は
望

ま

し

い

と
考

え

る

も

の

の

一
、

譲

渡

に

ふ
く

ま
れ

た

他

の
土

地
、

ま

た

は
建

物

に
課

さ
れ

た
年

額

二
、

上

述

の
土

地

ま
た

は

建

物

の

譲

渡

権

、

ま
た

は
不

動

産

権

お

よ

び

そ
れ

ら

の
権

利

、

地

役

権

ま
た

は
所
有

権

三
、

譲
渡

に
よ

る

元
金

ま

た

は
元

金

の
投

資

(
こ

の
法

律

で

は

こ

れ

ら

を

ま

と
め

て
、

ま
た

は
単

独

に

「
寄
贈

」

と

い
う

)
、評

議

会

が

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の
保
有

す

る
荘

園

領

主

邸

宅

お
よ

び

そ

の
環

境

地

区

の
保
存

に
当

て

る

こ
と

の
で

き

る
、

土

地

、

建
物

、

元

金
、

ま

た

は

十

分

な
基

金

の
投

資

物

の
年

額

、

地

代

ま
た

は
収

益

で
そ

の
保
有

を
望

ま

し

い

と
考

え

る

も

の

以

上

を
譲
渡

す

る

こ

と
が

で

ぎ
、

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・
ト
ラ

ス

ト

は

こ
れ

を

受

け

と

り
、

保

有

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

た

だ

し
、

譲

渡

に

優

先

す

る

抵
当

、

ま
た

は
譲

渡

財
産

の
賃

貸

借

に

は
従

う
。

口

こ

の
条

に
基

づ

き

与

え

ら

れ

た
権

限

に

よ

る
処

分

は
、

一
九

二

五
年

の
譲

渡

法

に
よ

っ
て
承

認

さ
れ

た
処

置

と
み

な

し
、

し
た

が

っ
て
上

述

の
法

律

が

適

用

さ

れ

る
。

⇔

元

金

ま

た

は
そ

の
投
資

物

の
譲

渡

は
、

こ

の
条

に

ょ

り
与

え

ら

れ

た
権

限

に
基

き

、

終

身

不

動
産

保

有

者

の
命

に

よ

り
譲

渡

管

財

委

員

会

が
実

施

す

る
。

第

四

条

こ
の
法

律

の
第

三
条

に

よ

つ
て
与

え

ら

れ

た
権

限

に

よ
る
処

分

(
一
九

二

五
年

の

譲
渡

地

法
、

ま
た

は
譲

渡

の
条

件

に

よ

っ
て

承

認

さ

れ

て

い

る
処

分

で

は

な

い
)
は
、
つ
ぎ

の
条

件

を
満

た

さ

な

け

れ

ば
無

効

と
な

る
。

ω

処

分
が

譲
渡

管

財

委

員

会

の
、

あ

ら

か

じ

め
文

書

に
よ

る
同

意

を
得

て
、

ま
た

は

そ

の
処

分

が

実

行

さ

れ

る

こ

と

を
、

(
以

下

に

こ

の
条

そ

の
他

で
規

定

さ
れ

る
賃

貸

借
形

式

で
)

譲

渡

管

財
委

員

会

が
同

意

を
与

え

る

以

前

に
要

求

し
、

ま

た

は
裁

判

所

が

命

ず

る

よ

う

な
条

件

に

ょ
り
、

承

認

す

る
裁

判

所

の
決

定

に
基

づ
き

な

さ

れ

る
場

合

。
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㈲
建
設
委
員
会
が
処
分
に
ふ
く

ま
れ

て
い

る
か
、

ま
た
は
ふ
く

ま
れ
る
よ
う
提
案

さ
れ

て

い
る
主
要
荘
園
領
主
邸
宅
が
国
家
的
重
要

性
、

ま
た

は
建
築
的
、
歴
史
的
、
ま
た
は
芸

術
的
重
要
性

を
も

つ
建
物
、

ま
た
は
そ

の

一

部

で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
。

の

(
略
)

ω
賃
貸

借
そ
の
他

で
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
は
処
分
に
ふ
く
ま
れ
て

い
る
荘
園
領

主

邸
宅

お
よ
び
環
境
地
区

を
保
存

す
る
義
務

に
、

そ

の
目
的
に
当

て
ら
れ

る
基
金

の
あ
る

限
り
は
従

う
が
、
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
な
い
。

第

五
条

e
賃
貸
借
は
譲
渡
管
財
委
員
会

ま
た

は
裁
判
所
が
承
認
す
る
期
間
、
名
目
ま
た
は

年
間
料
金
、

ま
た
契
約
条
件
規
定
に
従

う
。

口
賃
貸
借

は

ω

ナ

シ

ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
が
同
意

し
、

明
記
す

る
回
数

と
条
件
で
譲
渡
さ
れ
た
建
物

の

一
部

を
、
国
民

に
参
観

の
許
可
を
与
え
る

賃
借
人

と
の
契
約

を
ふ
く
む
。

㈲
主
要
荘
園
領
主
邸
宅
は
、
個
人

の
住

宅

と
し
て
以
外

に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
確

認
す

る
た
め
に
、

ま
た
そ

の
環
境

を
保
存
す

る
た
め
、
譲
渡

さ
れ
た
建
物

の
使
用
者

に
関

し
て
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
が
正
当

に
要

求

す
る
、

賃
借
人
に
ょ
る
制
約
的
契
約

を
ふ

く
む
。的

賃
借
人

に
よ
る
譲
渡
物
件
、

ま
た
は

そ
の

一
部

の
所
有
権

を
、

ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト

ラ
ス
ト
の
許
可
、

ま
た
は
同
意

を
得
ず

に
譲

渡
し
た
り
、
安

い
値
で
貸
し
た
り
、
手
離
す

こ
と
は
な
い
と
い
う
条
件
、

ま
た
は
協
定

を

ふ
く
む
。

⇔

(
略
)

第

六
条

O
譲
渡
管
財
委
員
会
が

こ
の
法
律

の

第
四
条

の
ω

に
よ
り
同
意

の
要
請

を
受

け
た

時
は
、
既
存

者
が
所
有
資
格

を
持

っ
て
い
る

か
、

ま
た
は
持

つ
見
込

み
の
あ

る
限
嗣
相
続

財
産

の
取
得
に

つ
づ
い
て
効
力

を
生
ず
る
。

非
限
定
譲
渡

の
利
益

を
受

け
る
こ
と
が
で
き

る
す
べ
て
の
成
年

に
交
書

で
そ
の
通
知
を
す

る
。
そ

し
て
委
員
会

か
ら
の
通
知
は
、

通
知

を
受

け
る
者
が
通
知
後

三
ヵ
月
以
内

に
、
文

書
で
同
意
し
な
い
よ
う
に
委
員
会

に
要
請

す

る
か
上
述

の
受
益

が
二
十

一
才
以
下

か
、

ま

た
は
精
神
異
常

老

の
時
は
効
力

を

も

た

な

い
。口

上
述

の
要
請

を
考
慮

す
る
に
当

り
、
譲

渡
管
財
委
員
会
は

こ
の
法
律

の
次

の
条

の

一

か
ら
五
に
あ
げ
ら
れ
た
考
慮

と
、
訴
訟

の
場

合

に
は
有
効

と
思
わ
れ

る
そ

の
他
の
考
慮
を

す

る
。

⇔

一
九
二
五
年

の
譲
渡
地
法
第

九
十
七
条

の
ω

は
こ
の
法
律

の
第
四
条

の
ω

に
よ
り
、

譲
渡
管
財
委
員
会

に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
同

意

に
適
用
さ
れ
る
。

第

七

条

こ
の

法
律

の
第

四
条

の
ω

に

よ

つ
て

命

令

を

裁

判
所

に
申

請

す

る

に
当

っ
て
、

譲

渡

管

財
委

員

会

、

既

存

者

が
所

有

資

格

を
持

っ
て

い
る

か
、

ま

た

は
持

つ
見

込

み

の

あ

る

限

嗣
相

続

財
産

の
取

得

に

つ
づ

い

て
効

力

を

生

ず

る

非

限

定
譲

渡

の
利

益

を
受

け

る

こ

と

が

で

き

る

す

べ

て

の
者

、

お
よ

び

裁

判

所

の

指

示

す

る
他

の
者

は
、

そ

の
申

請

の
被

告

と

さ

れ

、

そ

の
申
請

に
際

し

て
裁

判

所

は
以

下

の
事

項

に

つ
い

て
注
意

す

る
。

一
、

上

述

の
賃

貸

借
契

約

お
よ

び

譲
渡

さ

れ

る
見

込

み

の
あ

る
、

将

来

の
賃

貸

借

契

約

ま

た

は
借

地

か
ら

引

き
出

さ

れ

る

利

益

(
財

政

的

な

も

の

で
あ

れ
、

他

の
性

質

の
も

の
で

あ

れ

)

を

ふ
く

む
譲

渡

に

よ
り

受

け

る

こ
と

の

で
き

る
権

利

を

持

っ
て

い

る
か

、

ま

た

は

持

つ
と
思

わ
れ

る
す

、、へ
て

の
人

々

(
生

ま

れ

て

い

る

か
、

い
な

い
か

に

か

か
わ

ら
ず

)

の

権

利

。
二
、

譲

渡

地

の
う

ち
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

に
譲

渡

さ
れ

る

こ

と

に

は
な

っ
て

い

な

い
部

分

、

ま

た

は

い
か

な

る
部

分

に
も
、

そ

の
付

属

物

の
保

存

の
た

め
生

ず

る

と
思

わ

れ

る
利

益

。

三
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

に
譲

渡

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
て

い
る
領

主

邸

宅

、

お

よ

び
環

境

地
区

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

に

保
存

に
利

用

で

き

る
基

金

が

あ
れ

ば
、

そ

の
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額
。四

、

こ

の
法
律

の
第

三
条

の
e

項

の
の

に

よ

り
請

求

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

年

額

、

ま

た

は
あ

れ

ば
土

地

お

よ
び

建
物

の
所

有

よ

り
生

ず

る
推

計

さ
れ

る
現

在

お
よ

び
将

来

の
収

入
、

ま

た

は

そ

の
項

に

よ
り
譲

渡

さ

れ

る

こ

と

に
な

っ
て

い

る

そ
れ

ら

の
元
金

ま

た

は
出

資

の
額
ω

と
、

裁

判

所

へ

の
申

請

に

先

立

つ
過

去

七
年

間

に
譲

渡

に
従

う

財
産

よ

り
使

わ
れ

た
平

均
年

額

、

ま

た

は
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

に
譲

渡

さ

れ

る

こ

と

に
な

っ

て

い

る
領

主

邸

宅
、

お

よ

び
環

境

地
区

の
維

持

、

保
存

に

よ
る

そ

の
地

代

、

収

益

お
よ

び

収

入

の
総

計

㈲

の
関

係

。

五
、

譲

渡

さ

れ

る

よ

う
提

案

さ
れ

て

い
る

領

主

邸
宅

と
環

境

地
区

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

が
、

譲

渡

で

き

な

い
財

産

の

一
部

と

し

て

保
存

が
国

民

の
た

め

に
望

ま

し

い

こ

と
。六

、

訴

訟

の
場

合

は
裁

判

所

が
有

効

と
認

め

る

そ

の
他

の
考

慮
。

第

八
条

こ
の
法

律

に
よ

り

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

に
譲

渡

さ
れ

る
領

主

邸

宅

ま

た

は
環

倍
顎
地

世冊
は
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

に
よ

つ

て
譲

渡

す

る

こ

と

は

で
き

な

い
。

し

か

し

そ

れ

は

(
借

地
契

約

を
除

き

)

計

画

の
第

一
条

項

の
規

定

が
、

上

述

の
も

の
が

一
九

〇

七
年

の
法
律

の
第

二
十

一
条

(
ト
ラ
ス
ト
の
特
定

財
産

は
譲
渡

で
き

な
い
)

に
よ
り
譲
渡

で
ぎ

な
い
ご
と
く

に
、
上
述

の
も

の
に
適
用
さ
れ

る

の
で
あ
る
。

第
九
条

e
ω

こ
の
法
律

に
よ
り
終
身
不
動
産

保
有

者
に
与

え
ら
れ

た
権
限

は
、

一
九
二
五

年

の
財
産
法
第

二
十
八
条
0
項

(
売
却
管
財

人
に
権
限
を
与

え
る
)

の
目
的

の
た
め
に
、

一
九
二
五
年

の
譲
渡

法
に
よ
り
終
身
不
動
産

保
有
者

と
み
な
さ
れ
る
。

㈲
上
述

の
権
限
を
行
使
す
る

に
先
立
ち

売
却
管
財
人

は
裁
判
所
の
命
令
を
得
る
。

丙

こ
の
法
律

の
第
四
条
に
よ
り
、
作
成

の

要
求

さ
れ

る
賃
貸
借
契
約

は
売
却
管
財
人

の

た
め

に
な
さ
れ
る
。

ω
売
却
信
託
財
産

を
作
り
、
売
却
収

入

ま
た

は
土
地
売
却

ま
で
の
地
代
お
よ
び
収
益

の
受
け
る
べ
き
利

益
を
決
定
す
る
証
書

は
、

こ
の
法
律

の
目
的
の
た
め
に
譲
渡

と
み
な
さ

れ

る
。

口
終
身
不
動
産
保
有
老
の
法
定
権
限
が
法

定
所
有
者

に
よ
り
行
使

で
き
る
場
合

は
、
法

定
所
有
者

は
こ
の
法
律

に
よ
り
終
身
不
動
産

保
有
者

に
与

え
ら
れ

た
権
限
を
、
裁
判
所

の

命
令

に
よ
る
場
合

を
除
き
行
使

し
な

い
。

⇔

こ
の
法
律

の
第
七
条

は
こ
の
条

に
よ
り

命
令

の
申
請

に
適
用
さ
れ

る
。

第

十

条

一
九

二

五
年

の
財

産

法

第

一
九

六
条

の
規

定

は
、

こ
の
法

律

で

送

達

さ

れ

る

よ
う

要

求

さ

れ

て

い

る
通

知

に
拡

大

さ
れ

る
。

第

十

一
条

一
九

二

五
年

の
譲

渡

地
法

第

一
一

三

条

は
、

そ

の
法

律

に
よ

り
裁

判

所

の
権

限

内

の
事

項

に
適

用

さ

れ

る

よ

う

に
、

こ

の
法

律

に
ょ

り
裁

判

所

の
権

限

内

の

す

べ

て

の
事

項

に
拡

大

適

用

さ

れ

る
。

第

十

二
条

一
九

〇

七
年

の
法

律

の
第

二
十

一

条

(
ト

ラ

ス

ト

の
特

定

財
産

は
譲

渡

で
き

な

い
)

ま

た

は
計

画

の

い
か

な

る
部

分

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

は
上

述

の
条

ま

た

は

こ

の
法

律

に
よ

り
譲

渡

で
き

な

く

な

っ
た
財

産

に

つ

い

て

の
地

役
権

、

ま

た

は
権

利
、

地
面

の
占

有

権

を

ふ
く

ま

ず
)

を
譲

渡

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

し
て

上
述

の
譲

渡

が

賃

貸
借

契

約

に

よ

る
場

A口
は
、

同

上

は
慈

善
委

員

会

の
命

令

の
承

認

を

得

な

く

て

も
有

効

で
あ

る
。

第

十

三
条

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の

一
般

目
的

を
促

進

す

る
た

め
、

国

民

が

い

か
な

る

種

類

の

土
地

、

建

物
、

調

度

品

、

絵

画
、

ま

た

は
家
具

に

も
近

づ

く
権

利

を
持

つ
こ

と

は

望

ま

し

い

と
宣

言

す

る
な

ら

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・

ト

ラ

ス
ト

は

そ
れ

ら

の
財

産

が
、

一
九
〇

七

年

の
法
律

の
第

四

条

(
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト

の

一
般

目
的

)

の
口

項

の
意

図

内

で
、

公

共

目

的

に
当

て

ら
れ

て

い

る
も

の
の

ご

と

く

、

そ

れ

ら

の
財

産

の
受

託

者

と
し

て
活

動

す

る

こ

と
が

で

き

る
。

第

十

四

条

一
九

三
七
年

の
法

律

の
第

十

一
条

(
内

規

)

の

目
的

の
た

め
、

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・

ト

ラ

ス

ト
が

借

地
権

所
有

の
資

格

を

も

つ
土

地

、

ま

た

は
財

産

は
、

国

民

の

た
め

に
保

有

さ

れ

て

い
る

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

の
財

産

と
み

な

す
。

第

十

五
条

こ

の
法

律

に
よ

っ
て

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト

ま

た

は
終

身

不
動

産

保
有

者
、

ま

た

は
売

却

管

財

人

に
与

え

ら
れ

た

す

べ

て

の
権

限

は
、

法
律

ま

た

は
捺

印
証

書

、

ま

た

は
遺

言

に

よ
り
、

そ
れ

ぞ

れ

そ
れ

ら

の
者

に

与

え

ら
れ

た
他

の
権

限

に
付

加

さ
れ

る
も

の

で
、

減

少

さ

せ
る

も

の

で

は
な

い

と
み

な

さ

れ

る
。

そ

し

て
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス

ト
ま

た

は

終
身

不

動

産

保
有

者

、

ま

た

は
売

却

管

財

人

は

こ

の
法

律

が
制

定

さ
れ

な

か

っ
た
も

の
と

し

て
、

上
述

の
他

の
す

べ
て

の
権

限

を

行
使

す

る

こ
と

が

で
き

る
,

焼弟
十

六

条

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ト

ラ

ス
ト
法

の

マ

ソ
島

へ

の
拡

大

、

北

ア
イ

ル
ラ

ソ
ド

へ
の
不

拡

大

(
略

)

第

十

七
条

費

用

の
負

担

(
略
)

(
訳

・
北

大

文

学
部

講

師

・
浪

田

克

之
介

)
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